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芸術・文化ガイド A r t &  C u l t u r e

・文化センターは、保守点検のため9月14日（火）を臨時休館します。　　文化センター  ☎84・1811
・瀬戸蔵は、保守点検のため9月27日（月） は全館休館（駐車場は利用可）します。瀬戸蔵  ☎97・1555

所在地：山口・菱野・本地・今村・
　　　　上水野地区　他

瀬戸の文化財 第56回 文化課文化財係　☎21・1951

警固祭り
馬の塔・棒の手・鉄砲隊

けい ご まつ 　

瀬戸蔵ミュージアム   
☎97•1190

寄贈記念展
「戸田紋平コレクション
～瀬戸のやきもの～」

郷土史家戸田紋平氏のコレク
ションが遺族より市へ寄贈され
たことを記念し、瀬戸のやきも
のを中心とした同氏のコレク
ションを展示します。

窯垣の小径ギャラリー
問い合わせ先　
瀬戸市まるっとミュージアム・観光協会　
☎８５・２７３０

円の会　秋の企画展
「みる・つかう・あそぶ」

洞町の作家 7 人の陶芸作品など
を展示販売します。呈茶もあり
ます。（有料）

期　間　９/１１（土）～１１/７（日）
　の土・日・祝日のみ開館
時　間　午前１０時～午後４時
場　所　窯垣の小径ギャラリー
入館料　無料

（無形民俗）

催　物　名 日　程 場   所 時   間 入　場 問い合わせ先

無　料 ☎97・1001新世紀工芸館 

9/26（ 日）
　　まで 

9/20（ 祝）
　　まで 

午前9時
～午後6時

午前10時
～午後6時

有　料瀬戸蔵
ミュージアム東海やきもの産地展

無　料9/27（ 月）
　　まで 

午前10時
～午後5時

マルチメディア
伝承工芸館

☎89・6001瀬戸染付を探る
―紀年銘からみる瀬戸染付の流れ―

食卓の器展

☎97・1190

期　間　9/４（土）～２６（日）
時　間　午前９時～午後６時
　（入館は午後５時３０分まで）
場　所　瀬戸蔵ミュージアム
入館料　一般500円、
65 歳以上・高大生
300円、中学生以下・
妊婦・心身障害者は
無料

9/26（ 日）
　　まで 

午前9時
～午後5時 有　料市美術館加藤唐三郎・柴田明・

水野教雄作品展 ☎84・1093

うま　 とう　 ぼう　　て　　てっぽうたい

棒の手（山口の警固祭り）

うじ がみ

うま　　 とう

さ　　なげ

なぎ　なた

ひ　なわじゅう

りゅうせん じ

が っ　しゅく

　江戸時代の瀬戸市域のムラでは、秋祭りに際し、ムラの中
の小地域であるシマから、飾り馬を氏神に奉納する習わしが
ありました。この氏神に奉納する飾り馬のことを馬の塔（オ
マント）といいます。また、近隣のムラの寄りあう合宿が形
成され、豊田市の猿投神社へ180余村や名古屋市の竜泉寺へ
58か村の馬の塔（オマント）が大集結することもありました。
　棒の手は、棒・鎌・薙刀などを用いた武術の民俗芸能です
が、オマント奉納の行列を警固するかたちで、火縄銃の鉄砲
隊とともに馬の塔（オマン
ト）の祭礼と結び付く例は
多く、市指定文化財「山
口の警固祭り」「菱野のお
でく警固祭り」「本地警固
祭り」などが今日まで伝え
られています。

日本伝統工芸展などで活躍中の
川口清三氏の作品約 20 点を展
示します。

場　所　市美術館
入館料　大人 300 円、高大生
　200円、中学生以下・65歳以
　上・妊婦・心身障害者は無料
休館日　9/14( 火 )

期　間　９/２６（日）まで
時　間　午前９時～午後５時
　（入館は午後４時３０分まで）

　
川口清三木工芸展

市美術館　☎84・1093
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街のホットな話題を
お届けします。

公立陶生病院　
院内保育所「ひまわり」完成

7/29【木】

せと・しごと塾
グループワーク発表会

7/30【金】

　瀬戸蔵で、地域ビジネスの創業を支援する「せと・しごと
塾」第3期生のグループワーク発表会が行われました。塾
生は5グループに分かれ、ハンドメイド雑貨、ベジタリアン
や親子で行けるカフェなどアイデアに富んだ事業計画を
発表しました。
　カフェ事業について発表した梶田清宏さんは「瀬戸市を
活性化させたい。そのために私はみんなが集まれる場所
としてカフェをつくりたい。」と熱く話してくれました。

岩屋堂でこども魚すくい大会 8/4【水】
　岩屋堂公園で魚すくいのイベントが開催されました。毎年恒例となるこの人気行事に、市内外から約5,000人もの家族連
れが訪れました。川をせき止めた天然プールに約3,000尾の金魚が放流され、子どもたちは手に持ったボウルやザルですく
い取っていました。親子で一緒になってすくっていた子どもが、「川が冷たい。」「すくえておもしろかった。」と話してくれました。
※この記事は市役所のインターンシップに参加した愛知工業大学の田原直哉さんが取材をしてまとめました。

　8月1日から運用が開始される院内保育所「ひまわり」の竣工内覧会がありました。看護師確保対策などを目的に整備され
た保育所で、木材を多く使ったぬくもりのある施設になっています。園庭には、子どもたちが身近な自然を感じてもらえるよう
に、菜園スペースが設けられています。


